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本日は加藤パスト会長に卓話を頂きます。どうぞ宜しくお願い致しま

す。

　まず、先週金曜日に第5グループの新旧会長幹事会、そして懇話会

との合同会議と懇親会が行われまして参加をして参りました。

　そして、その会長幹事会でいただいた大変に嬉しいものがございま

したのでご報告させて頂きます。今年度の会長賞を頂くことが出来ま

した。

これは今年一年、皆様にご協力を頂きまして、上尾RC全体の活動で頂

いたものですので、本当に感謝を申し上げる次第でございます。あり

がとうございました。

　今年の会長賞は四大奉仕部門別に採点しまして、25点以上になると

受賞できると言うものでありました。四大奉仕すべてにまんべんなく

活動をしていないと対象になりません。実際に第5グループで受賞で

きたのは上尾RCだけでありました。地区でも80クラブ中41クラブし

か受賞できませんでしたのでかなりの難関だったかと思っております

。因みに地区の中でクラブ数の半数以上が会長賞を受賞すると、ガバ

ナーも特別表彰されると言う事ですので、井橋ガバナーも80分の41で

すので表彰されると言う事になります。

この会長賞を頂くことが出来ましたのも、上尾のクラブが長年続けて

きた活動に、ほんの少し今年の会長賞をいただく為の活動を付け加え

させて頂いただけであります。何か特別な活動をしたというのではな

くて、48年間上尾RCが続けてきた活動が四大奉仕にまんべんなく繋

がっていたと言う事であると思っております。やはりこの上尾RCの歴

史と伝統はすばらしいなと改めて感じたところでございます。本当に

ありがとうございました。

さて、本日のブックマークに移りますが、今日は加藤パスト会長に被

災地へ行ってと言う事で卓話を頂きますが、私も4月に1度行きまして

、また今月の20日にも再度石巻に行きまして、市長さんと会ってきま

す。それは前にここでも話しましたが、被災地への慰霊碑と津波石建

立の件で具体的に市長さんに会って話を進める為に行ってきます。

会長あいさつ
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大塚　崇行会長

行事予定

　　６月２３日　クラブフォーラム③

　　６月３０日　最終例会
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■大塚会長　加藤会員卓話ありがとうございます。

■島村幹事　加藤パスト会長卓話ありがとうございます。

■名取副会長　加藤会員卓話ありがとうございます

■関口副幹事　卓話ありがとうございます。

■加藤会員　卓話よろしく

■深澤会員　誕生祝いありがとうございます。加藤会員卓話ありがとう

ございます。

■尾花会員　加藤会員ご苦労様でした。私も昨日東松島市でヘドロ除去

ボランティアに参加してまいりました。

　今度7月に埼玉県建設業界青年部で仙台に行く

ことになりました。まず福島原発のすぐ側でゴル

フをやって仙台に行き牛タンを食べてみんなで遊

んでいっぱいお金を落として次の日は松島観光し

たいと思っています。

　やはり我々は我慢することがいま大事であって

派手にやることが不謹慎だなという風潮がありま

すが、いっぱいお金を稼いで税金を収めることが

被災地を助ける事になるとネットに書いておりま

した。本日は、ご清聴ありがとうございました。

加藤会員　卓話ありがとうございました。

竹内会員　横山会員　武重会員　井上会員　神田会員　藤村会員

村岡会員　樋口会員　野瀬会員　宇多村会員　須田会員

■大塚直前ガバナー　加藤会員卓話ありがとう

■細野会員　加藤パスト会長貴重なお話ありがとうございました。

■富永会員　加藤パスト会長卓話ありがとうございます。

■藤木会員　加藤パスト会長卓話ありがとうございます。

■岡野会員　卓話ありがとうございます。

■渡邉会員　卓話ありがとうございます。

■齋藤哲雄会員　加藤パスト会長卓話ありがとうございます。
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幹　事　報　告

卓話

加藤佳孝会員

　4月11日に埼玉県建設

業協会の方から派遣さ

れて仙台へ行ってきま

した。そして、埼玉県

建設業界から1000万円

の義援金をお渡ししま

した。

　実際に現地を見にいきますともう1ヶ月ほど経

っているのですが、未だに手がつけられないほど

ひどい状態の場所がたくさんありました。

　復興に向けて動ける人たちは居ますが実際のと

ころ材料がないそして、集まった義援金の配分が

決まらないという問題がある為手をつけられない

状況です。

　ちなみに3月18日にも仙台行きました、その時

は夜に到着して街が真っ暗だったのが印象に残っ

ています。

　まず、地震について皆様ご存知と思われますが

お話させて頂きます。地震はプレートの反発によ

って起こるもので、今回は北米プレートの下に潜

り込んでいる太平洋プレートが深く潜り込み跳ね

上がって今回の大規模な地震になりました。

　そして海岸から近かった為大きな津波が発生し

ました。今回の地震で石巻では5mほど地殻が変動

したと言われています。　

　また、宮城県の沖では地殻変動が24mほどあっ

たと報道されています。今回の東日本大震災と阪

神淡路大震災を比較してみました。

また話が進みましたらご報告させて頂ければと思

います。

そこで今日は、実際に被災をされた方々がこれか

ら立ち直るために勇気付ける事が出来るのではな

いかと思える詩がありましたので紹介したいと思

います。松下幸之助の「道」という詩です。

　自分には自分に与えられた道がある。どんな道

かは知らないが、ほかの人には歩めない。自分だ

けしか歩めない、二度と歩めぬかけがえのないこ

の道。広い時もある。せまい時もある。のぼりも

あればくだりもある。坦々とした時もあれば、か

きわけかきわけ汗する時もある。

　この道が果たしてよいのか悪いのか、思案にあ

まる時もあろう。なぐさめを求めたくなる時もあ

ろう。しかし、所詮はこの道しかないのではない

か。

　あきらめろと言うのではない。いま立っている

この道、いま歩んでいるこの道、ともかくもこの

道を休まず歩むことである。自分だけしか歩めな

い大事な道ではないか。自分だけに与えられてい

るかけがえのないこの道ではないか。

　他人の道に心をうばわれ、思案にくれて立ちす

くんでいても、道はすこしもひらけない。道をひ

らくためには、まず歩まねばならぬ。心を定め、

懸命に歩まねばならぬ。

　それがたとえ遠い道のように思えても、休まず

歩む姿からは必ず新たな道がひらけてくる。深い

喜びも生まれてくる。

　こういう詩なのですが、まさに被災された方々

は今、大変に困難な道を歩んでおります。あきら

めることなく一歩一歩復興への道を歩んでいただ

きたいと思っております。

◆上尾クラブの野球部にご連絡が来ております。

　前回、東日本大震災の義援金に対して仙台東ロ

　ータリークラブの方よりお礼状が来ております

◆本年度の最終例会出席の有無を来週の16日まで

　にご連絡頂けますようよろしくお願いいたしま

　す。

◆本日、例会後理事会がございます。

◆地区の事務局よりペットボトル回収事業におけ

　る報告が来ております。昨年の5月1日から4月

　31日までの一年間地区全体で4万4068㎏集め88

　万3254円になりました。上尾クラブからは4009

　㎏を集め7970円換金できました。ご協力ありが

　とうございました。
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　阪神淡路大震災の概要は1995年1月17日朝5時

46分、淡路島北部明石海峡の深さ16㎞のところで

M7.3の地震が発生しました。この時の死亡者が

6400人、負傷者が4万3000人でした。

　また、この地震の余波で亡くなられた方は1000

人以上と言われています。この地震では99%の方

が兵庫県内で亡くなられています。避難民はピー

ク時で32万人建物の全壊10万5000戸、半壊15万

戸世帯数で数えますと総勢46万世帯が被災しまし

た。そして、神戸で被災した船の数はわずか40隻

です。

　この阪神淡路大震災での被害額は10兆円と言わ

れています。

　東日本大震災は今年の3月11日お昼の2時46分に

起きました。これは最初M7.8と言われていました

がM8.8になり最終的にはM9.0となりました。

　今回、津波が一番高かった所は陸前高田市の

15.8mだそうです。福島原発の辺りでも14m～15m

の津波が観測されています。

　東日本大震災の現時点の死傷者ですが、死者が

1万5000人以上、行方不明者が8200人以上となっ

ています。また建物全壊が17万戸と出ています。

この東日本大震災の被害金額は25兆円と言われて

います。

　また、原発についてですが皆さんご存知の通り

1～6号機まで被災しておりこの6機でいままで450

万kw発電していました。この原発による風評被害

がいま出ていますが、新聞にも載っていましたが

献血を拒否されたとかホテルの予約を拒否された

など出ています。

　福島原発の歴史を紐解いてみますと1978年に3

号機がすでに臨界事故を起こしているというデー

タがあります。この事故に関しては29年間世間に

広まること無く隠されていました。私たちの知ら

ない世界で色んな事が起きているのかなと調べて

いて感じました。

　阪神淡路大震災が発生したのが朝の5時でした

。私が三宮に行ったときあるデパートを見たので

すが4～5階がぺしゃんこに潰れていました。もし

これが日中に発生していたらもっと死者、負傷者

が出ていたのかも知れません。

　変わって東日本大震災は昼の2時に発生しまし

た。これが朝の5時に起きていた場合もう待った

なしでみんな逃げる間もなく津波に飲まれていた

と思います。

　私が現地の人に聞いた話ですが、東日本大震災

における犯罪の状況ですが、まず被災地にある

ATMはほぼ全て壊されお金は抜かれコンビニやス

ーパーで略奪行為があったそうです。

　宮城県だけでも確認された事件だけで150件ほ

どあるそうです。

　今回の地震で義援金を募っていますが、この義

援金の扱いについて調べてみました。現在、メイ

ンでこの義援金を集めているのが日本赤十字社で

す。

　この日本赤十字社に義援金を送った場合いくら

被災地に送られるのかと言いますと100%送られる

そうです。私も知らなかったのですが、基本的に

寄付と義援金は別物だそうです。

　義援金に対しては一切経費を取らずに送金する

そうです。ちなみにアメリカの赤十字では9%の経

費をとって残り91%を届けるそうです。

　6月2日時点で義援金は2500億円集まっているそ

うです。この内1200億円がまだ配られていないそ

うです。行方不明者、家屋が全壊した人、家屋が

半壊した人、福島原発から30㎞圏内の人と様々な

被災者がおり実際の人数が把握出来ていない為、

うまく分配出来ない状況になっています。

　また、今回の地震での保険の扱いについて大手

の保険会社は対応をするそうです。

　最後に今東北地方に何が必要なのか私は考えて

みました。現地に行ったところ生活用品は整って

おり人もたくさんいます。

　東北建設業協会の専務理事がまずお金でお金を

得るにはまず就労出来る環境作りが必要と仰って

いました。現状、働けない状況の人が多くお金が

稼ぎたいけど稼ぐ手段がないそうです。

　その場で私たちはどうすればいいかとお伺いし

たところまずお金を持って遊びに来て下さいと言

われました。仙台の街は元気です。


